


















本研究は，直径 1.4 mm，長さ 5.0 mmのチタン合金製の歯科矯正用アンカースクリューと直径 1.3 




スクリュー埋入 8週後，全ての Zr70Ni16Cu6Al8 金属ガラス製スクリューはチタン合金製スクリュー
に比べ有意に高い安定性を示した。スクリューの隣在歯歯根との近接とスクリューの脱落とに chi 
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に比べ有意に高い安定性，Bone-to-Implant Contact  (BIC)，Bone Area  (BA) を示した。また，蛍光
顕微鏡による観察により，有意に高いMineral Appositional Rate  (MAR) と Bone Formation Rate 
(BFR) を示した。血中含有元素濃度測定から，チタン合金製スクリュー，Zr70N16Cu6Al8 金属ガラス
製スクリュー共に生体為害作用は認められなかつた。さらに，スクリューの隣在歯歯根との近接と
スクリューの脱落とに相関関係が認められた。以上の実験結果から，Zr70N16Cu6Al8 金属ガラス製歯
科矯正用アンカースクリューはチタン合金製歯科矯正用アンカースクリューに比べ，優れた力学的
特性と骨誘導能を有することを証明した。また，理入したスクリューの隣在歯歯根との近接がスク
リューの脱落に影響し，スクリューの直径を小さくすることでスクリューの脱落率を減少させるこ
とが可能であることを提唱している。
以上のことから，本論文は矯正歯科学の発展に大きな寄与があると判断される。よって本論文は
博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。
